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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月27日(2021.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉛直方向に起立させた複数のピラーと、
　前記ピラーの側部に設けられ、前記ピラーを起立させた方向に対して垂直方向に高圧空
気発生部で発生した高圧空気を外部に吹出気流として吹き出す吹出口と、
　前記吹出口から送風される前記吹出気流を制御する制御部と、
を備え、
　複数の前記ピラーは、各前記ピラーの前記吹出口が同一方向となるように間隙を設けて
配置され、隣接する前記ピラーの前記間隙に前記吹出気流に誘引される誘引空気流が通過
する誘引風路を構成し、
　複数の前記ピラーには、鉛直方向上側に上側吹出口を設けた上側吹出ピラーと、鉛直方
向下側に下側吹出口を設けた下側吹出ピラーとが含まれており、
　前記制御部は、前記上側吹出口から送風される前記吹出気流と、前記下側吹出口から送
風される前記吹出気流とをそれぞれ異なる気流で送風することを特徴とする送風装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記吹出気流として、前記上側吹出口から定常風を送風し、前記下側吹
出口からゆらぎ風を送風することを特徴とする請求項１に記載の送風装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記吹出気流として、前記上側吹出口から定常風を送風し、前記下側吹
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出口からは送風しないことを特徴と請求項１に記載の送風装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記吹出気流として、前記上側吹出口および前記下側吹出口から同一の
ゆらぎ風を位相が異なるように送風することを特徴とする請求項１に記載の送風装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　そして、この目的を達成するために、本発明に係る送風装置は、鉛直方向に起立させた
複数のピラーと、ピラーの側部に設けられ、ピラーを起立させた方向に対して垂直方向に
高圧空気発生部で発生した高圧空気を外部に吹出気流として吹き出す吹出口と、吹出口か
ら送風される吹出気流を制御する制御部と、を備え、複数のピラーは、各ピラーの吹出口
が同一方向となるように間隙を設けて配置され、隣接するピラーの間隙に吹出気流に誘引
される誘引空気流が通過する誘引風路を構成し、複数のピラーには、鉛直方向上側に上側
吹出口を設けた上側吹出ピラーと、鉛直方向下側に下側吹出口を設けた下側吹出ピラーと
が含まれており、制御部は、上側吹出口から送風される吹出気流と、下側吹出口から送風
される吹出気流とをそれぞれ異なる気流で送風するものであり、これにより所期の目的を
達成するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明に係る送風装置によれば、上側吹出吹出ピラーおよび下側吹出ピラーからそれぞ
れ異なる風量及び風速の気流を送風させることで、上昇方向及び下降方向における誘引気
流が発生し、送風方向、送風範囲、風速を可変させることができる。したがって、本発明
の送風装置は、様々な送風方向、送風範囲、風速の気流を送風でき、使用者が好む涼感を
得るような送風や、室内の空気循環を目的とする送風等を適宜選択することができるとい
う効果がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明に係る送風装置は、鉛直方向に起立させた複数のピラーと、ピラーの側部に設け
られ、ピラーを起立させた方向に対して垂直方向に高圧空気発生部で発生した高圧空気を
外部に吹出気流として吹き出す吹出口と、吹出口から送風される吹出気流を制御する制御
部と、を備え、複数のピラーは、各ピラーの吹出口が同一方向となるように間隙を設けて
配置され、隣接するピラーの間隙に吹出気流に誘引される誘引空気流が通過する誘引風路
を構成し、複数のピラーには、鉛直方向上側に上側吹出口を設けた上側吹出ピラーと、鉛
直方向下側に下側吹出口を設けた下側吹出ピラーとが含まれており、制御部は、上側吹出
口から送風される吹出気流と、下側吹出口から送風される吹出気流とをそれぞれ異なる気
流で送風することを特徴とするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明に係る送風装置では、制御部は、吹出気流として、上側吹出口から定常風
を送風し、下側吹出口からゆらぎ風を送風する制御を行ってもよい。これにより、下側吹
出口からのゆらぎ気流が上側吹出口からの定常気流よりも気流速度が大きい場合、気流速
度が大きい気流方向に周囲の空気が引き寄せられるため、送風装置から送風される空気の
流れは、ゆらぎ気流側の下方へ向かう。また、下側吹出口からのゆらぎ気流が、上側吹出
口からの定常気流よりも気流速度が小さい場合、気流速度が速い方向に周囲の空気が引き
寄せられるため、送風装置から送風される空気の流れは、定常気流側の上方へ向かうこと
となる。よって、使用者が直接的な強い風を浴びず、室内の空気循環を行いたい場合、使
用者に対して速度変化や風向変化のあるゆらぎ気流を送風することにより、より自然な風
を提供することができ、また室内の空気循環を促すことができる。したがって、使用者は
、定常風を長時間浴びることで体温が低下するなどの不快なストレスを感じることなく、
快適なゆらぎのある風を得ることができ、室内の空気循環を促すことができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明に係る送風装置では、制御部は、吹出気流として、上側吹出口から定常風
を送風し、下側吹出口からは送風しない制御としてもよい。これにより、上部から風速の
速い定常気流を送風し、下部からは送風されないため、使用者に直接的に風を当てること
なく、室内の空気循環をより効率的に行い空気を攪拌することで温度ムラを抑制すること
も可能となる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明に係る送風装置では、制御部は、吹出気流として、上側吹出口および下側
吹出口から同一のゆらぎ風を位相が異なるように送風する制御としてもよい。これにより
、上部と下部どちらもゆらぎ気流を吹出していることで、定常風を長時間浴びることで体
温が低下するなどの不快なストレスを感じることなく、快適でより自然さを感じられるゆ
らぎの風を得ることができ、室内の空気循環を促すことができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（実施の形態１）
　まず、図１、図２、図３を参照して、本発明の第１実施形態に係る送風装置１について
説明する。図１は、居室に設置された送風装置１の斜視図であり、図２は、送風装置１の
詳細な斜視図、図３は送風装置の正面図である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、図２に示すように、筐体２は、吹出口５ａ、吹出口５ｂと相対する側面に空気を
取り入れる吸込口７を備えている。また、図３に示すように、それぞれのファン８（ファ
ン８ａ、ファン８ｂ、ファン８ｃ）の吹出口の下流で筐体２の内側上部に、チャンバー１
０ａ、チャンバー１０ｂ、チャンバー１０ｃの３つが設けられ、それぞれのチャンバー１
０は１つのファン８と２本のピラー１３と連通している。なお、本実施の形態では、１台
のモータ、１個のファン、１個のチャンバー、２本のピラーという組み合わせを１送風単
位としているが、それぞれ１つずつ組み合わせる構成や各構成部品を複数個の組み合わせ
る構成としてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　このような構成によれば、図４（ａ）に示すように、下側吹出口５ｂからのゆらぎ気流
２３と誘引気流１５が、上側吹出口５ａからの定常気流２２と誘引気流１５よりも気流速
度が大きい場合、気流速度が大きい気流方向に周囲の空気が引き寄せられるため、送風装
置１から送風される空気の流れ２４は、ゆらぎ気流２３側の下方へ向かうこととなる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、図４（ｂ）に示すように、下側吹出口５ｂからのゆらぎ気流２３と誘引気流１５
が、上側吹出口５ａからの定常気流２２と誘引気流１５よりも気流速度が小さい場合、気
流速度が速い方向に周囲の空気が引き寄せられるため、送風装置１から送風される空気の
流れ２４は、定常気流２２側の上方へ向かうこととなる。さらに、下側吹口５ｂからのゆ
らぎ気流２３は時間的に速度変化を行うためこのように空気の流れ２４は上方や下方へ向
きが変化することとなる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　このような上下の各吹出ピラー１３から風量を変化させ送風させるモータ制御を行うこ
とで、都度使用者が好む、涼感を得るような送風や、室内の空気循環をさせるような送風
が可能となるという効果がある。例えば、春や秋などにおいては、直接的な強い風を浴び
ず、室内の空気循環を行いたい場合、図４（ｂ）に示すような、気流制御を行うことがで
きる。図４（ｂ）に示すような気流制御を行うことで、座っている使用者に対して速度変
化のあるゆらぎ気流２３により自然な風を提供することができる。一方、上側吹出ピラー
は、定常風の定常気流２２を送風することで室内の空気循環を促すことができる。したが
って、使用者は、定常風を長時間浴びることで体温が低下するなどの不快なストレスを感
じることなく、快適なゆらぎの風を得ることができ、室内の空気循環を促すことができる
。
【手続補正１３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　なお、図５（ａ）に示すように、制御部１１は上側吹出口５ａから定常気流２２を吹出
す制御を行い、下側吹出口５ｂからは送風しない制御でもよい。これにより、たとえば冬
において、送風装置１を稼動させる場合、図３に示したように、制御部１１が上側吹出ピ
ラー１３ａと連通するファン８ｂのモータ９ｂを駆動させると、ファン８ｂが回転するこ
とにより、室内空気は吸込口７から筐体２の内部に取り込まれる。取り込まれた空気は、
ファン８ｂを通過し、チャンバー１０ｂへ流入する。チャンバー１０ｂに流入した空気は
、チャンバー１０ｂで２本の上側吹出ピラー５ａに分流され、上側吹出ピラー５ａの内部
を通過し、上側吹出口５ａから室内空間へ吹出される吹出気流１４となる。吹出気流１４
により、２本の上側吹出ピラー１３ａの間に形成された誘引風路６と上側吹出ピラー１３
ａと隣接する下側吹出ピラー１３ｂとの間までに形成された誘引風路６の空気が誘引され
、誘引気流１５となる。よって、上部から定常気流２２を送風し、下部からは送風されな
いため、使用者に直接的に風を当てることなく、室内の空気循環をより効率的に行い空気
を攪拌することで室内の温度ムラを抑制することも可能となる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　また、図５（ｃ）に示すように、下側吹出口５ｂからのゆらぎ気流２３と誘引気流１５
が、上側吹出口５ａからのゆらぎ気流２３と誘引気流１５よりも気流速度が大きい場合、
気流速度が大きい方向に周囲の空気が引き寄せられるため、送風装置１から送風される空
気の流れ２４は、下側吹出口５ｂのゆらぎ気流２３側の下方へ向かうこととなる。さらに
、それぞれのゆらぎ気流２３は時間的に速度変化を行うためこのように空気の流れ２４は
上方や下方へ向きや速度が変化することとなる。これにより、上側吹出口５ａおよび下側
吹出口５ｂどちらからも位相と速度の異なるゆらぎ気流２３を吹出していることで、定常
風を長時間浴びることで体温が低下するなどの不快なストレスを感じることなく、快適な
ゆらぎの風を得ることができ、室内の空気循環を促すことができる。さらに、上側吹出口
５ａおよび下側吹出口５ｂからどちらもゆらぎ気流２３を吹出すことにより室内を動く空
気は、使用者にとってより自然を感じるものとすることが可能となる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　図６にフローチャート図を示し、以下では制御方法について説明する。図６に示したＳ
１で使用者が操作スイッチをＯＮにすると、送風装置１に電源が入り、使用者は、たとえ
ば送風装置１のリモコンで現在の季節を選択（Ｓ２）する。季節が選択されるとマイコン
は、その季節に従って（Ｓ３、Ｓ４）送風モードを判断し、モータ８ａ、モータ８ｂ、モ
ータ８ｃに指示を出し、送風が開始される。たとえば、季節が冬と判断されれば、Ｓ５の
上側・風量一定モードで送風が行われ（第一気流制御の一例）、季節が夏と判断されれば
、Ｓ６の上側・下側ともにゆらぎ風モードで送風、季節が冬、夏以外と判断されれば、Ｓ
７の上側定常・下側ゆらぎ風モード（第一気流制御の一例）で送風が行われることとなる
。さらに、使用者がたとえばリモコンの停止を選択（Ｓ８）すると、Ｓ９で全てのモータ
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が停止し、Ｓ１０で送風も停止する。これにより、使用者はその都度の季節に応じて、リ
モコンなどで簡単に送風モードを変更することができ、より快適な室内空間で過ごすこと
が可能となる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　なお、送風装置１は、図７に示す通り、床下４０の内部に、高圧空気を発生するための
羽根車と羽根車を駆動するためのモータで構成されたファンモータ１８が設けられた構成
でもよい。ピラー１３を起立させた方向に対して垂直方向の一方向に、ファンモータ１８
で発生した高圧空気を吹出す吹出口１９を備えている。吹出口１９は、ピラー１３の短辺
側の側面に設けられ、ピラー１３の内部には、そのファンモータ１８で発生した高圧空気
を吹出口１９に導くためのダクト２０を備えている。ダクト２０は、少なくともピラー１
３と同数備えている。ファンモータ１８とダクト２０の間には高圧空気を各ノズル１３の
ダクト２０へ分流するチャンバー２１ａ、２１ｂが、床下４０に設けられている。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　また、図７に示すように、ファンモータ１８、により発生した高圧空気は、床下４０に
ある上側吹出ピラー１３ａ用の流路１２ａを介してチャンバー２１ａに導かれ、それぞれ
のダクト２０に分流される。また、同様にファンモータ１８により発生した高圧空気は、
床下４０にある下側吹出ピラー１３ｂ用の流路１２ｂを介してチャンバー２１ｂに導かれ
、それぞれのダクト２０に分流される。このような構成によれば、制御部１１からの指令
で、送風装置１が稼動すると、ファンモータ１８が駆動し、羽根車が回転することにより
高圧空気が発生し、チャンバー２１ａ、チャンバー２１ｂで複数のダクト２０に分流され
、上側吹出口５ａ、下側吹出口５ｂから送風され、第一気流制御により、それぞれの送風
が可能となる。なお、ファンモータ１８やチャンバーなどを床下４０に設ける構成とした
が、それに限らず、たとえば天井裏などに全てまたは一部設ける構成としてもよい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　１　　送風装置
　２　　筐体
　５ａ　　上側吹出口
　５ｂ　　下側吹出口
　６　　誘引風路
　７　　吸込口
　８ａ　　ファン
　８ｂ　　ファン
　８ｃ　　ファン
　９ａ　　モータ
　９ｂ　　モータ
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　９ｃ　　モータ
　１０ａ　　チャンバー
　１０ｂ　　チャンバー
　１０ｃ　　チャンバー
　１１　　制御部
　１２ａ　　流路
　１２ｂ　　流路
　１３　　ピラー
　１３ａ　　上側吹出ピラー
　１３ｂ　　下側吹出ピラー
　１４　　吹出気流
　１５　　誘引気流
　１８　　ファンモータ
　１９　　吹出口
　２０　　ダクト
　２１ａ　　チャンバー
　２１ｂ　　チャンバー
　２２　　定常気流
　２３　　ゆらぎ気流
　２４　　空気の流れ
　３２　　天板
　４０　　床下
　１００　　送風機組立体
　１０１　　環状ノズル
　１０２　　中央開口部
　１１０　　内部通路
　１１２　　口
　１１６　　基部
　１１８　　外側ケーシング
　１２０　　選択ボタン
　１２２　　モータ
　１２４　　空気入口
　１２６　　モータハウジング
　１３０　　インペラ
　１３２　　ディフューザ
　１３４　　入口
　１３６　　出口
　１４４　　出口
　１４８　　ガイド部分
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